
動物用医薬品   使用基準エプリノメクチン製剤

牛用寄生虫駆除剤

有効成分のエプリノメクチンは、
様々な内部・外部寄生虫に対して駆除効果を発揮します。
乳の休薬期間はゼロで搾乳牛にも投与できます。

1L 3L 5L

搾乳牛の寄生虫をコントロール
内部・外部寄生虫の寄生は、

乳牛の生産性の低下を招きます。



牛用寄生虫駆除剤

動物用医薬品   使用基準
エプリノメクチン製剤貯法  遮光、室温保存

［成分及び分量］
1mL中にエプリノメクチン5mgを含有する。

［用法及び用量］
体重1kg当たりエプリノメクチンとして500μg（本剤として0.1mL）を
1回、牛の背線部のき甲から尾根にかけて直線的に注ぐ。

［効能又は効果］
牛の下記の内部寄生虫及び外部寄生虫の駆除
牛：内部寄生虫－オステルターグ胃虫、クーペリア、毛様線虫、ネマトジル
ス、牛鞭虫、牛鉤虫及び牛肺虫
外部寄生虫－疥癬ダニ（食皮ヒゼンダニ）、シラミ及びハジラミ

［使用上の注意］
（基本的事項）
1．守らなければならないこと
（一般的注意）
（1）本剤は効能・効果において定められた目的にのみ使用すること。
（2）本剤は定められた用法・用量を厳守すること。
（3）本剤は獣医師の指導の下で使用すること。
（4）本剤は「使用基準」の定めるところにより使用すること。

注意：本剤は医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保
等に関する法律第83条の4の規定に基づき上記の用法及び用量
を含めて使用者が遵守すべき基準が定められた動物用医薬品で
すので、使用対象動物（牛）について上記の用法及び用量並びに次
の使用禁止期間を遵守してください。
牛：食用に供するためにと殺する前20日間

（使用者に対する注意）
（1）使用時における喫煙及び飲食は避けること。
（2）皮膚や眼に直接付着しないよう注意すること。
（3）使用時には手袋を装着し、使用後は手を洗うこと。
（牛に関する注意）
（1）本剤は外用以外に使用しないこと。
（2）投与後1時間以内に雨に曝される恐れがある場合は、投与しないこと。
（3）汚泥や糞が付着した皮膚には投与しないこと。
（4）本剤の反復投与を行う際の投与間隔は、残留性を考慮し、20日以

上とすること。

（取扱い及び廃棄のための注意）
（1）小児の手の届かないところに保管すること。
（2）本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
（3）誤用を避け、品質を保持するため、他の容器に入れかえないこと。
（4）使用後は投薬器をはずし、キャップを閉めて保管すること。
（ 5）本剤の開封後の保管はキャップを上に向けて横倒しにならないよ

うにすること。
（ 6）本剤は魚及びある種の水棲生物に影響を与えることがあるので、

容器及び残りの薬剤は、地方公共団体条例等に従い処分すること。
2．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
（1）誤って薬剤を飲み込んだ場合は、直ちに医師の診察を受けること。
（2）皮膚に付着した場合は、直ちに石鹸等で洗い流すこと。
（3）眼に入った場合は、直ちに流水で洗うこと。
（牛に関する注意）
（1）副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。
（2）本剤を食道あるいは脊柱周辺の組織中にウシバエ幼虫が寄生して

いる牛に投薬した場合、幼虫の死の結果として本剤投与後に鼓脹
症、よろめき又は運動麻痺がみられる可能性がある。これらの二次
反応はウシバエ幼虫が食道あるいは脊柱周辺の組織中に移行する
前又はウシバエの活動終期以後に投与することで避けることがで
きる。本剤の適切な投与時期については、獣医師に相談すること。

［包装］　1L、　3L、　5L

※詳しくは添付文書をご覧ください。

火　気　厳　禁
危険物第4類 第4石油類、

オクタン酸・デカン酸プロピレンクリコール
危険等級Ⅲ（ （

本剤の投与量 ： 体重10kgあたり1mL投与する
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